
太安万侶の聖地を訪う　スケジュール
9月12日 （水）

奈良・人と自然の会

歴史文化クラブ

① 集合　 近鉄奈良駅　行基前 9:00 （参加者予定　２８人　満席）

中小企業会館前にて　バス乗車 9:10 （挨拶　本日の予定）

（生駒交通　貸切バス　利用）
（解説　：太安万侶、多神社）

② 太安万侶墓　着 9:40
同　出発 10:10

（解説　：光仁天皇、志貴皇子）

③ 光仁天皇御陵　着 10:20
同　出発 10:40

（解説　：　北浦定政）

④ 春日宮天皇陵　着 10:50
同　出発 11:00

（解説　：　唐古・鍵遺跡）

⑤ 唐古・鍵遺跡　着 11:40

⑥ 考古学ミュ－ジアム　着 《昼食） 12:00
同　出発 12:40

⑦ 多神社　着 12:50
同　出発 13:20

⑧ 橿原考古学研究所　博物館　着 14:00 （解説　博物館説明員）

同　出発 15:30

⑨ 近鉄奈良　帰着・解散 （予定） 16:30

連絡先　古川　祐司　　℡　0742-44-8621
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信
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子
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い
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２
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縁
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メモ 唐古・鍵遺跡－弥生時代の代表的遺跡（ＢＣ３～４世紀からＡＤ３世紀） 

１、概要 

 田原本町大字唐古から鍵にかけて所在する弥生時代の環濠集落遺跡である。奈良盆地のほぼ中央、

標高 48～51メートルの沖積地に立地する。1936・7年、国道敷設用採土に伴い唐古池底の調査がおこな

われた。この時に出土した土器や木製品等は弥生時代の総合的な認識をもたらし、畿内の土器編年の枠

組みを作った。その後、発掘調査は 1977 年に再開され、2009年 3月までに 106次に達した。長年にわ

たる調査が行われた結果、この遺跡は日本を代表する大環濠集落であることが明らかになり、平成

１１年(1999)に国の史跡に指定された。 

 

集落は、多条環濠を有し、大型建物や高床・竪穴住居、木器貯蔵穴、井戸、区画溝などの遺構で構成

されている。大環濠（内濠）は直径 400メートルの範囲を囲み、外濠を含めた全体では約 42万平方メー

トルの面積を占める。出土遺物は土器、農工具・容器などの木製品、石鏃や石包丁などの石器、骨角器、

卜骨などの祭祀遺物、炭化米、種子、獣骨類など多種多様な遺物、さらには銅鐸の鋳型などの鋳造関係

遺物、褐鉄鉱容器に入ったヒスイ勾玉、楼閣の描かれた絵画土器など特殊な遺物も出土している。 

 

平成４年(1992)に、楼閣と思われる絵が描かれた土器片が遺跡の南部から出土し、２年後の平成

６年６月２４日、２つの土器片に描かれた絵をもとに楼閣が復元された。それが現在唐古池の南西

隅に建っている重層建築である。 

 

２、奈良盆地の中枢的存在 

この集落は、弥生時代前期（紀元前３～４世紀）から古墳時代初期（紀元後３世紀の終わり）ま

で約６００年以上も同じ場所で継続して存在したことに大きな特色がある。調査にあたった藤田三

郎氏は、遺跡の遺構、木器、石器、青銅器、ガラス器等の製造跡や、広域な物流を示す各地の土器

から、当遺跡は、その最盛期において、奈良盆地に１０か所以上もあった有力な環濠集落の「中核

的な役割を果たし、奈良盆地の弥生集落の盟主的な存在であった」される。 

 

３、環濠集落の始まりと発展    

 縄文時代の晩期から弥生時代の初期にかけて、地球が寒冷化して海位が下がった。（弥生小海退）

その結果、湖水だった奈良盆地が干上がり、稲作に適した土地が出現した。稲作文化の普及により、

奈良盆地の各地に弥生ムラが誕生した。 

弥生時代の前期、唐古・鍵遺となる最初の集落もこの沖積地に営まれた。初期の集落は３つのム

ラに分かれており、それぞれのムラが環濠をめぐらしていたことが判明している。  

 弥生時代中期になると大環濠が作られ、３ｶ所のムラが一つに統合され、大環濠の外側に幅５ｍ前

後の環濠が４つから５つ巡らされた。この時期、唐古・鍵遺跡は弥生時代最大級の集落に成長した。   

 

４、唐古・鍵遺跡から纏向遺跡へ 

唐古・鍵遺跡は、弥生中期後半には洪水で一旦埋没するが、弥生時代後期にはムラが再建される。
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その後、集落の規模は徐々に縮小し、古墳時代前期には、ムラは元の３ｶ所に分立し、古墳時代中期

に完全に消滅する。 

 

弥生から古墳時代への移行期の３世紀初頭に突如として５キロ南の地に、纏向遺跡が出現する。

計画性ある遺構、出土品の広域性、東西軸に設置された各種大型建物の遺構、祭祀坑跡の発見、周

辺には石塚古墳、箸中古墳などの初期の前方後円墳がること、などから、女王卑弥呼の邪馬台国の

都の候補地として話題を呼んでいる。石野博信氏は、近くにあった唐古・鍵遺の多くは、この新し

く出現した政権中枢センターへ移行して行ったのではないかとされる。なお、巻向遺跡は４世紀初

頭突如として消滅し、ヤマト王権へと推移していく。 

 

     

  《「唐古・鍵遺跡 奈良盆地の弥生大環濠集落」 藤田三郎著 より》 

Ｐ２ 



 

            

   

  

 参考図書 ： 「唐古・鍵遺跡の考古学」田原本町教育委員会 編 学生社 

        「唐古・鍵遺跡 奈良盆地の弥生大環濠集落」 藤田三郎 同成社 

「邪馬台国と纏向遺跡」奈良県立情報図書館編 上田正昭ほか 学生社 等    

 

 

（資料収集 古川祐司） 
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多 坐
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弥
や
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し

理
り

都比
つひこ

古神社
こじんじゃ

 （多神社) 

祭神 神武天皇・神八
かむや

井
い

耳
みみの

命
みこと

・神沼
かむぬな

河
かは

耳
みみの

命
みこと

・姫御神・太安万侶 

由緒  社伝によると、神武天皇の皇子神八井耳命がこの里に来られ、…我、天神地祇を祀る…という由緒

をもつ。平安時代の『延喜式』にも名がみえる大和でも屈指の大社である。神八井耳命を始祖とする多氏に

よって祀られ、中世には国民である十市氏によって支えられた。また、本神社の南には、古事記の撰録にあ

たった太安万侶を祀る小杜神社や皇子神命神社、姫皇子命神社、子部神社、屋就命神社の若宮がある。 

 本殿は、東西に一間社の春日造が並ぶ四殿配祀の形式をとる。江戸時代中頃の建築様式をよく残すもので、

奈良県の指定文化財になっている。 

 なお、本地は弥生時代の集落遺跡として著名である。        －境内案内より－  

 

 

注１ 神八
かむや

井
い

耳
みみの

命
みこと

、神 沼
かむぬな

河
かは

耳
みみの

命
みこと

は神武天皇の皇子、母は母伊湏気余理比売
い す け よ り ひ め

（三輪大物主の子）で大后 

 当芸
た ぎ

志
し

美
み

美
みの

命
みこと

は、神八井耳命たちの庶兄、母は阿比良比売
あ ひ ら ひ め

（小椅の君の妹 鹿児島県加世田市））    

 

小杜神社 

 多 坐
おおにいます

弥
や

志
し

理
り

都比
つひこ

古神社
こじんじゃ

の摂社で、同社南東に鎮座。祭神は太安万侶。旧村社。鎮座地の小字を木ノ下というため

木下社ともいう。「延喜式」神名帳十市郡の大（おお）社四皇子神の一「小杜神命神社」に比定され、多神社注進状（五郡

神社記）には「樹森神社瓊玉戈神命」とみえる。 

明治四四年（一九一一）に古事記撰上二千百年祭が執行され、昭和一五年（一九四〇）の皇紀二千六百年祭に境内

が整備された。学問の神として崇敬される。東方に太安万侶の墓と伝える小円墳がある。  

－『大和・紀伊 寺院神社事典』－ 
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